
今
年
の
夏
も
、
焼
け
つ
く
よ
う
な
暑
さ
で

し
た
が
、
よ
う
や
く
、
朝
晩
が
徐
々
に
涼
し

く
な
り
秋
ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

始
業
式
に
、
校
長
先
生
は
、「
防
災
の
日
」

に
つ
い
て
、「
二
学
期
は
そ
れ
ぞ
れ
に
差
が
出

る
時
」
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

戦
後
八
十
年
を
迎
え
、
夏
季
休
業
中
は
、
テ

レ
ビ
で
戦
争
に
つ
い
て
の
放
映
が
多
く
な
さ

れ
、
平
和
の
大
切
さ
や
命
の
尊
さ
を
考
え
る

機
会
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
い
か

が
で
し
た
か
。
ま
た
、
阪
神
淡
路
大
震
災
か

ら
三
十
年
、
二
学
期
に
は
防
災
講
演
会
も
開

催
さ
れ
ま
す
。
日
々
、
当
た
り
前
に
登
校
で

き
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、「
戦
争
」
を
繰

り
返
さ
な
い
た
め
に
、
ま
た
「
災
害
」
か
ら

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
に
も

心
を
寄
せ
な
が
ら
、
二
学
期
を
過
ご
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

二
学
期
に
入
り
、
ク
ラ
ス
で
協
力
し
定
時

制
祭
の
準
備
や
学
習
に
と
、
頑
張
っ
た
皆
さ

ん
で
す
が
、
夏
休
み
に
も
た
く
さ
ん
活
動
し

た
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
し
ま
し
た
。
夏
休
み

中
の
頑
張
り
や
実
践
を
振
り
返
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

夏
休
み
を
利
用
し
、
企
業
で
働
く
経
験

を
し
ま
し
た
。
就
業
を
体
験
す
る
こ
と
で
、

自
分
に
合
う
業
界
や
業
種
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
自
己
分
析
を
す

る
こ
と
で
、
目
標 

を
定
め
、
学
校
生 

活
を
有
意
義
な
も 

の
に
し
て
ほ
し
い 

と
思
い
ま
す
。 

 

夏
季
休
業
中
、
教
員
が
生
徒
の
ア
ル
バ
イ

ト
就
業
先
で
の
様
子
を
見 

に
行
き
ま
し
た
。
ア
ル
バ 

イ
ト
就
業
業
先
の
方
々
の 

協
力
を
得
な
が
ら
、
今
後 

も
学
業
と
の
両
立
を
頑
張 

っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
は
、
個
々
の
興
味
関
心
に
基
づ
き
、
自

由
に
参
加
で
き
る
登
校
日
を
多
く
設
定
し
ま

し
た
。
学
習
か
ら
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ま
で

幅
広
い
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
生
徒

が
参
加
し
ま
し
た
。
休
業
中
に
登
校
で
き
た

人
は
９
月
か
ら
の
学
校
生
活
が
ス
ム
ー
ズ
だ

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
真
夏
の
良

き
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。 

 

今
年
は
、
中
学
生
と
そ

の
保
護
者
の
方
が
参
加

し
ま
し
た
。
生
徒
会
の
皆

さ
ん
が
、
中
学
生
を
迎

え
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

使
い
、
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
な
が
ら
学
校
紹
介

を
行
い
ま
し
た
。 

     
 
 
 
 
 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

     

   

 

  

 

        
 

           

 

 
 

     

 
 

                               

豊
岡
高
校
定
時
制
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令
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（
２
０
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５
）
年
度 

第
５
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（
令
和
７
年
９
月
３
０
日
発
行
）  

 
豊
高
定
時
制
の
「
学
び
」
の
と
も
し
び
を
守
り
、
育
て
、 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

私
た
ち
は
と
も
に
「
歩
み
」
続
け
る
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月
２８
日
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月
） 

第
１
回 

オ
ー
プ
ン
ハ
イ
ス
ク
ー
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自
由
登
校
日(

６
種
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姫
路
市
の
飾
磨
図
書
館
に
て
、
生
活
体
験

発
表
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
校
よ
り
選

ば
れ
た
２
名
が
出
場
し
ま
し
た
。
本
校
は
、
４

年
の
鳥
田 

詩
音
さ
ん
、
２
年
の
伊
藤 

龍

輝
さ
ん
が
出
場
し
ま
し
た
。
二
人
は
、
日
々
の

練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
堂
々
と
発

表
し
ま
し
た
。
伊
藤
さ
ん
は
、
こ
の
度
の
地
区

大
会
で
入
賞
し
、
県
大
会
で
発
表
す
る
機
会

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
県
大
会
で
は
、

頑
張
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
発
表
す
る
だ
け

で
な
く
、
聴
く
人
に
思
い
を
伝
え
る
た
め
の

表
現
力
に
つ
い
て
も
、
学
べ
ま
し
た
。 

 

就
職
希
望
者
の
意
識
向
上
を
図
る
た
め
、

株
式
会
社COFFISO

よ
り
、
福
岡 

彩
佳
様

を
講
師
で
お
招
き
し
、
今
年
度
卒
業
予
定
の

就
職
希
望
者
な
ど
を
対
象
に
、
夏
季
就
職
セ

ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
実
際
に
体
験
を
通

し
て
、
履
歴
書
の
作
成
に
お
け
る
注
意
点
や

面
接
の
留
意
点
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
一
人
一
人
が
丁
寧
に
指
導
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
不
安
な

こ
と
は
、
生
徒
か
ら
質
問
す
る
な
ど
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

 
 

第
３４
回
定
時
制
祭
は
、
美
し
い
ギ
タ
ー
演

奏
の
音
色
と
と
も
に
、
地
域
の
方
々
に
見
守

ら
れ
る
中
、
始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
今
年
度
は
近
隣
の
地
域
の
方
も
お

招
き
し
、
親
族
や
卒
業
生
、
ア
ル
バ
イ
ト
先

の
上
司
の
方
、
豊
岡
聴
覚
特
別
支
援
学
校
の

児
童
生
徒
や
先
生
、
授
業
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
方
々
を
お
招
き
し
、
１０１
人
と
多
く
の

方
々
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
、
大
盛
況
で
し

た
。 展

示
で
は
、
総
合
的
な
探
究
の
時
間
で
学

ぶ
杞
柳
細
工
や
陶
芸
・
華
道
な
ど
の
作
品
を

見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
茶
道
で
の

お
も
て
な
し
や
音
楽
の
ギ
タ
ー
演
奏
で
は
、

来
校
者
に
授
業
の
成
果
を
感
じ
て
頂
け
ま

し
た
。 

各
学
年
の
バ
ザ
ー
は
大
盛
況
で
し
た
。
４

年
生
は
、「
今
川
焼
」
を
手
際
よ
く
販
売
し
ま

し
た
。
３
年
生
は
「
焼
き
鳥
」
を
、
１
本
ず

つ
丁
寧
に
焼
き
上
げ
販
売
し
て
く
れ
ま
し

た
。
２
年
生
の
「
か
き
氷
」
は
ト
ッ
ピ
ン
グ

も
あ
り
大
変
豪
華
な
販
売
で
し
た
。
１
年
生

は
初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
、
協
力
し
て

「
た
こ
や
き
」
を
販
売
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
授
業
で
制
作
し
た
書
道
の
作

品
な
ど
の
展
示
や
但
馬
農
業
高
校
生
徒
が

作
っ
た
野
菜
や
香
住
高
校
生
徒
が
作
っ
た

缶
詰
な
ど
を
保
護
者
の
方
の
協
力
の
も
と
、

販
売
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
保
護
者
の

方
々
を
は
じ
め
と
し
、
地
域
の
方
々
や
近
隣

の
学
校
の
協
力
も
あ
り
素
晴
ら
し
い
定
時

制
祭
と
な
り
ま
し
た
。 

  

 

「
夏
休
み
明
け
に
、
し
ん
ど
く
な
ら
な
い
よ

う
に
」
と
、
１
年
生
担
任
た
っ
て
の
思
い
か

ら
、
自
由
登
校
日
に
加
え
、
１
学
年
登
校
日
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
２
学
期
、
１
年
生
は
元
気

に
登
校
し
て
学
習
も
運
動
も
頑
張
っ
て
い
ま

す
。 

                                

    

【
１０
月
の
予
定
】 

１
日(

水) 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
②  

３
日(

金) 

後
期
生
徒
大
会 

５
日(

日) 

ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
本
試
験
） 

７
日(

火) 

教
育
相
談 

８
日(

水) 

総
探 

 

１２
日(

日) 

（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
予
備
日
） 

１３
日(

月) 

ス
ポ
ー
ツ
の
日  

１４
日
（
火
）
～
１７
日
（
金
） 

第
３
回
定
期
考
査 

１９
日(

日) 

ス
ク
ー
リ
ン
グ
⑨ 

２１
日
（
火
）
教
育
相
談 

２２
日
（
水
）
総
探 

 
 
 
 
 
 

防
災
講
演
会
準
備 

２４
日
（
金
）
防
災
講
演
会 

２７
日(

月) 

オ
ー
プ
ン
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
② 

２８
日(

火) 

教
育
相
談 

２９
日(

水) 

秋
の
遠
足
事
前
指
導  

３１
日(

金) 

人
権
学
習
会  

  

８
月
２９
日
（金
） 

１
学
年
登
校
日 

 
 
 

９
月
７
日
（
日
） 

西
播
・
但
馬
生
活
体
験
発
表
大
会 

（
姫
路
に
て
） 

８
月
２６
日
（
火
） 

夏
季
就
職
セ
ミ
ナ
ー 

 

 
 

 

 

９
月
２６
日
（金
）  

令
和
７
年
度 

第
３４
回
定
時
制
祭 


